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に
、「
柏
市
に
お
け
る
現
地

調
査
が
本
委
員
会
に
お
け
る

上
下
水
道
の
老
朽
化
や
防
災

対
策
に
関
す
る
要
望
・
提
言

の
取
り
ま
と
め
の
一
助
に
な

れ
ば
幸
い
」
と
述
べ
、
併
せ

て
「
本
調
査
が
皆
様
に
と
っ

て
有
意
義
な
も
の
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」
と
語
っ

た
。そ

の
後
、
挨
拶
に
立
っ
た

太
田
和
美
柏
市
長
は
、「
地

方
自
治
の
か
じ
取
り
を
担
う

皆
様
を
柏
市
に
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
光
栄
に
感
じ

て
い
る
」
と
歓
迎
の
意
を
表

し
た
。
そ
の
後
、
柏
市
が
進

め
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

令
和
8
年
度
「
上
下
水
道

の
老
朽
化
・
防
災
対
策
に
関

す
る
特
別
委
員
会
」（
委
員

長
＝
坂
巻
重
男
柏
市
議
会
議

長
）
は
7
月
10
日
、
委
員
長

市
で
あ
る
柏
市
を
訪
れ
、
上

下
水
道
の
老
朽
化
・
防
災
対

策
に
関
す
る
取
組
な
ど
に
つ

い
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

開
催
市
挨
拶
で
坂
巻
委
員

長
は
、
来
訪
さ
れ
た
委
員
に

歓
迎
の
意
を
述
べ
る
と
と
も

化
対
策
や
防
災
・
減
災
へ
の

取
組
、
官
民
連
携
に
よ
る
上

太
田
市
長

は
説
明
の
冒
頭
、

「
下
水
道
は
普

段
、
市
民
が
そ

の
存
在
を
意
識

す
る
機
会
は
少

な
い
が
、
ひ
と

た
び
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
す
れ
ば
、

市
民
生
活
や
社

会
経
済
活
動
に

大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
」
と
述
べ
、「
施
設
の

機
能
を
将
来
に
わ
た
り
維
持

し
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ

上下水道老朽化
防災対策

特別委員会

下
水
道
事
業
の
効
率
化
へ
の

取
組
な
ど
、
柏
市
の
先
進
的

な
取
組
の
概
要
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

続
い
て
、
同
市
上
下
水
道

局
下
水
道
工
務
課
の
小
泉
雄

坂巻委員長
（柏市）

太田市長
（柏市）

と
が
自
治
体
の
重
要
な
責
務

で
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し

た
。
ま
た
、施
設
の
老
朽
化
や

人
口
減
少
、
技
術
職
員
不
足

は
全
国
共
通
の
課
題
で
あ
り
、

従
来
型
の
維
持
管
理
手
法
だ

け
で
は
持
続
的
な
運
営
が
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
し
て
、

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
や
担
い
手

不
足
が
進
む
維
持
管
理
の
厳

し
い
現
状
を
概
観
し
た
上
で
、

官
民
連
携
に
よ
る
課
題
解
決

の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応

と
し
て
柏
市
は
、
下
水
道
事

業
に
お
い
て
平
成
30
年
度
か

ら
民
間
事
業
者
の
技
術
力
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
「
管

路
包
括
委
託
」
を
導
入
し
、

現
在
は
第
2
期
目
と
な
る
9

年
間
の
包
括
委
託
を
実
施

し
、
管
路
の
点
検
・
調
査
か

ら
設
計
、
改
築
、
修
繕
工
事

ま
で
を
一
体
的
に
管
理
す
る

こ
と
で
、
効
率
的
か
つ
計
画

的
な
維
持
管
理
を
実
現
し
て

い
る
（
2
面
）。

柏市は昭和29年、いわゆる「昭和
の大合併」により市制を施行。当
時の人口は約4万5,000人だったが、
JR常磐線の利用で上野駅から約30
分、東京駅から約40分との優れた
交通利便性を背景に東京のベッド
タウンとして発展し、昭和30年代
以降、人口は急増した。

平成17年に隣接する沼南町を編入
合併。同年8月には市北部を走るつく
ばエクスプレスが開通し、市内には新
たに2つの駅が誕生。平成20年に中
核市へ移行した。令和8年7月現在の
人口は約43.9万人で、今後も増加傾
向にあり、2035年頃まで人口増加が続
くと推計されている。

本市は交通利便性に恵まれており、
鉄道ではJR常磐線、東武アーバンパー
クライン、つくばエクスプレスの3路線が
利用可能。道路では国道6号と国道16
号が交差する交通の要衝。このような
立地条件を背景に、柏駅周辺をはじめ
市内各地に大型商業施設が立地して
おり、千葉県北西部における広域的な
商業中心地として発展してきた。

また、本市はスポーツが盛んなまちと
しても知られ、Jリーグの「柏レイソル」
をはじめ、女子バスケットボールチーム

「ENEOSサンフラワーズ」など多くの
トップレベルの競技チームが活動する
まちであり、スポーツを通じた地域活
性化や市民交流の推進も本市の大き
な特色である。

東京都

茨城県

千葉市

埼
玉
県

太平洋東京湾

霞ヶ浦

千葉県柏市

柏市の概要

司
課
長
補
佐
が
柏
市
に
お
け

る
上
下
水
道
の
老
朽
化
・
防

災
対
策
に
つ
い
て
、
同
市
上

下
水
道
局
総
務
課
の
恒
岡
真

由
美
次
長
兼
課
長
が
庁
舎
施

設
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

次世代引継施設機能維持

「自治体の重要な責務」「自治体の重要な責務」

管路包括委託…これまで
自治体が施設ごと・業務
ごとに個別に発注してい
た下水道管などの点検、
清掃、緊急対応、修繕と
いった維持管理業務を複
数年にわたりパッケージ
化して民間企業に一括発
注する手法。業務の効
率化やコスト削減、市民
サービスの向上を目的と
して導入が進んでいる。

柏
市
の
先
進
的
な
浸
水
対
策
を
現
地
調
査

管
路
包
括
委
託
制
度

管
路
包
括
委
託
制
度

管
路
内
水
位
計
観
測
シ
ス
テ
ム

管
路
内
水
位
計
観
測
シ
ス
テ
ム

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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こ
の
取
組
は
、
国
が
推
進

す
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

レ
ベ
ル
3・5
」の
考
え
方
に

も
通
じ
る
も
の
で
、
全
国
的

に
も
先
進
的
な
官
民
連
携
事

例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
下
水
道
事
業
に
加
え

水
道
事
業
も
含
め
た
上
下
水

道
一
体
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
（
水
の
官
民
連
携
）
へ
発

展
さ
せ
、
さ
ら
な
る
効
率
化

と
持
続
性
向
上
を
目
指
す
方

針
と
し
て
い
る
。

一
方
、防
災
面
で
は
、近
年

激
甚
化
す
る
集
中
豪
雨
へ
の

対
応
と
し
て
「
管
路
内
水
位

計
観
測
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
。

下
水
道
管
内
の
水
位
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
観
測
し
、令
和
6

年
度
か
ら
雨
水
管・河
川
な
ど

の
水
位
情
報
や
降
雨
情
報
を

市
民
へ
提
供
。
豪
雨
時
の
状

況
把
握
や
避
難
判
断
に
役
立

て
て
も
ら
う
こ
と
で
、
防
災

意
識
の
向
上
と
地
域
防
災
力

の
強
化
に
繋
が
る
こ
と
に
期

待
し
て
い
る
（
3
面
）。

さ
ら
に
、
令
和
4
年
度
に

完
成
し
た
上
下
水
道
庁
舎
は
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

備
え
て
お
り
、
災
害
時
に
お

け
る
災
害
対
策
本
部
を
設
置

で
き
る
ほ
か
、非
常
用
発
電
設

備
や
耐
震
性
貯
水
槽
を
整
備

し
、
緊
急
時
に
も
上
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で
き
る
体

制
を
構
築
し
て
い
る
（
下
掲
）。

柏
市
は
、
官
民
連
携
に
よ

る
効
率
的
な
維
持
管
理
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
防

災
力
向
上
、
災
害
に
強
い
施

設
整
備
を
一
体
的
に
進
め
る

こ
と
で
、
安
全
・
安
心
な
上

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
し
て
い
る
。

柏市上下水道局庁舎

昭和45年に建
築された水道局
庁舎の老朽化に
伴い、令和元年
度から建替工事
を開始。令和3年
7月に竣工し、翌4
年度に組織統合
を行い、上下水道
局として供用を開
始した。
庁舎の特徴と

しては、建設当時
の柏市建築物総合性能評価制度「CASBEE柏」の最
高ランクのS評価に認定されている。主な環境配慮機能と

して、太陽光発電設備、エコボイド
（吹抜け）を活用した自然換気シ
ステム、屋上及び壁面の緑化など
を備えている。
また、本施設は耐震性能の高
い構造躯体（耐震安全性Ⅰ類）
やインフラの多重化、非常用設備
等を採用し、災害発生時には防
災拠点施設として継続して活動

できるよう整備され、状況に応じて災害対策本部として使
用することも想定している。

恒岡総務課次長兼課長

上下水道局庁舎…屋外には応急給水栓、
耐震性貯水槽、防災広場が整備され、外部
からの復旧支援の受入れを視野に入れたレ
イアウトとなっている	 （本会撮影）

敷地面積	 4,326.9㎡
建築面積	 1,302.9㎡
延べ面積	 4,900.52㎡
鉄筋コンクリート造 5階建て

国
が
令
和
5

年
度
に
創
設
し

た
「
ウ
ォ
ー
タ

ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
水

の
官
民
連
携
）」

は
、
上
下
水
道

事
業
に
お
け

る
人
材
不
足
や

財
政
的
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、

自
治
体
と
民
間

事
業
者
が
連
携

し
て
維
持
管
理
を
行
う
制
度

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。下
水
道
管
路
の
老
朽
化
対

策
と
し
て
改
築
事
業
に
関
し

て
国
庫
補
助
金
制
度
を
活
用

す
る
場
合
、令
和
9
年
度
以
降

は
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導

入
決
定
が
要
件
に
な
る
と
見

込
ま
れ
て
お
り
、全
国
の
自
治

体
で
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。柏

市
で
は
、か
つ
て
道
路
陥

没
や
市
民
か
ら
の
苦
情
が
発

生
し
て
か
ら
対
応
す
る「
事
後

保
全
型
」の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
た
が
、施
設
老
朽
化
の
進

行
に
伴
い
、市
内
で
も
陥
没
事

故
が
毎
年
15
件
程
度
発
生
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、陥
没
事
故

等
の
抑
制
を
図
る
た
め
、平
成

28
年
頃
か
ら
「
事
後
保
全
型
」

か
ら「
予
防
保
全
型
」へ
移
行

し
て
き
た
。
し
か
し
、予
防
保

全
に
は
多
く
の
人
員
や
費
用

が
必
要
と
な
る
た
め
、そ
の
課

題
を
解
決
す
る
手
法
と
し
て

平
成
30
年
度
に
民
間
事
業
者

の
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
な
が
ら
、
点
検・調
査
か

ら
修
繕
、改
築
工
事
ま
で
を
一

体
的
に
実
施
す
る「
管
路
包
括

委
託
制
度
」
を
導
入
し
た
。

令
和
7
年
4
月
時
点
で
は
、

全
国
の
自
治
体
1
７
４
１
団

体
の
う
ち
、
管
路
施
設
の
包

括
的
な
民
間
委
託
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
59
団
体
に

留
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
柏

市
の
よ
う
に
点
検
・
調
査
と

工
事
ま
で
含
め
て
実
施
し
て

い
る
事
例
は
全
国
で
5
市
程

度
と
数
少
な
い
。

管
路
包
括
委
託
導
入
の
背

景
に
は
、
年
間
15
件
程
度
発

生
し
て
い
た
道
路
陥
没
事
故

へ
の
対
応
や
、職
員・予
算
不

足
へ
の
危
機
感
が
あ
り
、
持

続
可
能
な
維
持
管
理
体
制
の

確
立
を
目
指
し
た
取
組
と
し

て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

事
後
保
全
型
の
維
持
管
理

か
ら
官
民
連
携
に
よ
る
予
防

予防保全型事後保全型

「管路包括委託制度」導入「管路包括委託制度」導入

保
全
型
維
持
管
理
へ
移
行
し

た
結
果
、下
表
の
と
お
り
、そ

れ
ぞ
れ
約
6
割
の
削
減
効
果

が
表
れ
て
い
る
。

柏
市
で
は
現
在
、
下
水
道

管
路
だ
け
で
な
く
、
水
道
の

基
幹
管
路
や
水
源
施
設
、
下

水
道
ポ
ン
プ
場
な
ど
を
含
め

て
一
体
的
に
管
理
す
る
「
上

下
一
体
型
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
」
の
導
入
を
検
討
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
管
路
包
括

事
業
を
発
展
さ
せ
、
レ
ベ
ル

3
・
5
（
更
新
実
施
型
）
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
目
指

し
て
い
る
。

アウトカム
目標

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
5年度 平均 削減率

道路陥没
件数 15 6 4 7 8 6 .3 58％

ツマリ
件数 95 39 31 20 40 32 .5 66％

苦情件数 279 132 60 96 64 88 .0 68％

予防保全型維持管理の効果

・アウトカム目標⇒過去５ヶ年の平均値から算出（令和４年度は事業
引継ぎ期間のため集計なし）

・道路陥没件数⇒主な陥没原因は各家庭からの取付管の破損

会議資料から
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柏
市
で
は
、

令
和
2
年
と
5

年
に
柏
駅
周
辺

で
大
規
模
な
浸

水
被
害
が
発
生

し
た
。
雨
水
管

の
整
備
に
よ
る

ハ
ー
ド
対
策
に

は
多
額
の
費
用

と
時
間
を
要
す

る
た
め
、
市
民

の
避
難
行
動
や

自
助
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト

対
策
と
し
て
、
令
和
6
年
度

か
ら
「
管
路
内
水
位
計
観
測

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
た
。

雨
に
よ
る
被
害
に
は
、
河

川
の
氾
濫
に
よ
り
発
生
す

る
「
洪
水
被
害
」
と
、
下
水

道
や
排
水
施
設
の
処
理
能
力

を
超
え
て
発
生
す
る
「
内
水

被
害
」
の
2
種
類
が
あ
る
。

洪
水
被
害
に
関
す
る
情
報
は

従
来
か
ら
国
や
県
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
確
認
で
き
た
一

方
、
内
水
被
害
に
関
す
る
情

報
は
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
て

い
な
い
状
況
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
シ
ス
テ
ム
は
特
に
内
水
被

害
の
見
え
る
化
を
目
的
と
し

て
整
備
さ
れ
た
も
の
。
下
水

道
の
雨
水
管
内
に
設
置
し
た

水
位
計
に
よ
り
、
水
位
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取
得
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

市
民
へ
提
供
し
て
い
る
。

同
市
の
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

は
、
気
象
庁
の
雨
雲
情
報
や

国
・
県
が
管
理
す
る
河
川
の

水
位
情
報
、
さ
ら
に
雨
水
管

の
水
位
情
報
な
ど
、
こ
れ
ま

で
各
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
分
散
し
て
い
た
情
報
を
一

元
化
し
、
一
つ
の
地
図
上
で

確
認
で
き
る
点
に
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
市
内
に
お
け
る

雨
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
を
分

か
り
や
す
く
把
握
で
き
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

浸
水
被
害
を
経
験
し
た
地

域
の
住
民
を
中
心
に
好
意
的

な
評
価
を
受
け
て
お
り
、
車

両
の
避
難
や
早
期
避
難
の
判

断
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。
台
風
接
近
時
に
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
数
も
大
幅
に
増
加
。
全
国

的
に
も
先
進
的
な
取
組
で
あ

り
、
報
道
機
関
に
も
多
数
取

り
上
げ
ら
れ
、
他
の
自
治
体

や
議
員
か
ら
の
視
察
や
問
い

合
わ
せ
も
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
同
市
で
は
、
国

土
交
通
省
が
実
証
実
験
を
進

め
て
い
る
「
ワ
ン
コ
イ
ン
セ

ン
サ
ー
」
を
導
入
し
て
い
る
。

こ
れ
は
道
路
や
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
に
設
置
す
る
小
型
で
低
価

格
な
浸
水
検
知
セ
ン
サ
ー
で
、

水
に
触
れ
る
と
自
動
的
に
通

信
を
行
い
、
冠
水
の
発
生
を

通
知
す
る
。
現
在
、
市
内
約

30
か
所
に
設
置
さ
れ
、
道
路

柏
市
で
は
今
後
、
▽
Ａ
Ｉ

等
を
活
用
し
た
水
位
予
測
機

能
▽
危
険
水
位
到
達
時
の

プ
ッ
シ
ュ
通
知
機
能
▽
市
民

一般公開用のURL
https://kashiwa.riskma.jp/

システムの仕組み
マンホール内に圧力式水位計（セン

サー線）と通信機器を設置し、水位の変
化を測定。雨天時には1分間隔でデータ
を送信し、リアルタイムで水位状況を把握
できる。取得した情報はホームページ上
で公開され、市民がいつでも確認できる。

システム導入費用
・業務委託料	 48,400千円
・年間保守管理費用	 6,600千円
・工期	 令和5年11月27日~
	 令和11年3月31日

黄:

通
信
基
盤

黒:

バ
ッ
テ
リ
ー（
鉛
）

灰:

セ
ン
サ
ー
線

（参考）
マンホール内部に
設置した水位計

管路内水位計観測システム
市内27か所のマンホール（雨水管）の

水位情報を提供
水位情報を

リアルタイムで取得

地図上に表示
されているア
イコンをクリッ
クすることで、
雨 水 管 や 河
川 の 水 位 状
況を把握する
ことができる

冠
水
の
早
期
発
見
と
迅
速
な

対
応
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
水
位
計
設
置
箇
所

と
同
じ
場
所
に
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
し
、
現
地
状
況
を
24

時
間
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
り
、
市
内
約
7
か
所
で

運
用
し
て
い
る
。

見える化内水被害

「「管路内水位計観測システム管路内水位計観測システム」」

今
後
の
展
望

柏
市

1970年代に空前の「ベルばらブーム」を巻き起
こした漫画『ベルサイユのばら』は、原作者であ
る池田理代子氏が柏市在住中に執筆した作品。

このご縁から、柏市では市制施行70周年を記
念して､『ベルサイユのばら』をモチーフとした
デザインマンホール蓋とマンホールカードを作
成した。➡ 柏市公式サイトへ

●ファミリかしわ

●柏三小

若葉保育園●

●髙島屋

●スカイプラザ、ビッグカメラ

日立台公園●

三協フロンティア
柏スタジアム ●

千代田公園●

東武バス停
「緑ヶ丘」●

緑ヶ丘交番●

●柏郵便局

●ヤオコー

●柏神社

●消防署

●ファミリーマート

ENEOS●

オオススカカルル
♦所在地 … 柏神社前
（柏駅東口から徒歩5分）

全全国国初初「「ベベルルササイイユユののばばらら」」ののデデザザイインンママンンホホーールル蓋蓋がが
作作者者・・池池田田理理代代子子先先生生ゆゆかかりりのの地地ででああるる柏柏市市内内３３かか所所にに
誕誕生生ししままししたた。。ぜぜひひ見見にに来来ててくくだだささいい！！

※東武バス5番乗り場から出発する【(柏28系統)常盤台経由名戸ヶ谷記念病院前行き】か【(柏34系統)常盤台経由新柏駅行き】に乗車し、「緑ヶ丘」で下車。
さらに詳しいバスの乗り方は、二次元コードを読み取るとご確認いただけます。

マップ制作：柏市上下水道局総務課 （R7.４.２２修正）

オオススカカルルとと
ママリリーー・アアンントトワワネネッットト
♦所在地 … 柏髙島屋本館前
（柏駅西口から徒歩1分）

ママリリーー・アアンントトワワネネッットト
♦所在地
…三協フロンテア柏スタジアム隣り
日立台公園前

（柏駅東口から徒歩20分
またはバス8分※＋徒歩1分）

ベベルルササイイユユののばばららデデザザイインン
ママンンホホーールルカカーードドのの配配布布
♦配布場所
柏市観光案内所 まるっと柏
柏市柏1-1-11ファミリかしわ3階
電話:04-7128-5610
♦配布時間
10:00~18:00

※月曜休所、祝日の場合は翌平日休所

街を彩る路上アート街を彩る路上アート

カラフルなマンホール蓋カラフルなマンホール蓋
ベルサイユのばらベルサイユのばら

資料提供：柏市

日時

現在

マンホール

現在水位 0.20m

道路面

10:00 11:00 12:00 13:00 14:00

07/00 11:04 0．20

管径Φ1200

6.0
5.5
5.0
4.5
4.0
3.5
3.0
2.5
2.0
1.5
1.0
0.5
0.0

水位（m）
07/00 11:07 0．20

07/00 11:01 0．20

水位

雨量

カメラ

調整池
浸水
ｾﾝｻ
ﾏﾝﾎｰﾙ
水位
水路

パソコンでもスマホ
でも確認できます

会議資料をもとに本会で編集

小泉下水道工務課
課長補佐

へ
の
自
動
通
報
シ
ス
テ
ム
―

な
ど
の
導
入
を
検
討
し
て
お

り
、さ
ら
な
る
防
災・減
災
対

策
の
強
化
を
進
め
て
い
く
予

定
と
し
て
い
る
。

https://kashiwa.riskma.jp/
https://www.city.kashiwa.lg.jp/somu/koho/berubaramanhole.html
https://www.city.kashiwa.lg.jp/documents/40402/accessmap_2.pdf
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第
186
回
産
業
経
済
委
員
会

経
営
支
援
対
策
の
充
実
強
化
要
望

鈴木委員長
（南相馬市）

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員

長
＝
鈴
木
昌
一
南
相
馬
市
議

会
議
長
）
は
７
月
16
日
、
第

１
８
６
回
委
員
会
を
全
国
都

市
会
館
で
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
農
林
水
産

業
の
振
興
な
ど
を
求
め
る
要

望
書
を
決
定
し
た
（
全
文
は

本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

要
望
書
は
、
前
年
度
か
ら

の
申
し
送
り
事
項
に
加
え
、

第
１
０
２
回
定
期
総
会
議
決

事
項
の
う
ち
産
業
経
済
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
会
長
提
出

決
議
と
部
会
提
出
決
議
の
10

件
を
基
に
作
成
し
て
い
る
。

主
な
要
望
事
項
は
次
の
通

り
。経

営
支
援
対
策
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
で
は
、
消
費
者

に
対
す
る
食
料
価
格
の
高
騰

対
策
と
と
も
に
、
農
林
水
産

業
者
が
安
心
し
て
経
営
を
続

け
ら
れ
る
対
策
の
ほ
か
、
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
減
収

対
応
を
含
め
た
農
林
水
産
業

者
の
資
金
繰
り
対
策
、
燃
料

価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て
補

填
対
象
の
拡
充
な
ど
を
求
め

て
い
る
。

持
続
的
な
発
展
に
関
す
る

施
策
の
推
進
に
つ
い
て
で
は
、

産業経済委員会 要望事項産業経済委員会 要望事項
１　農林水産業共通対策
① 経営支援対策の充実強化
② 持続的な発展に関する施策

の推進
③ 担い手の育成・確保
④ 野生鳥獣等による農林水産

物被害防止対策の充実強化
⑤ 国際貿易交渉等
⑥ 原子力発電所事故に伴う輸

入規制の緩和・撤廃
⑦ 災害からの早期復旧のため

の支援
⑧ 法定外公共物の管理に係る

支援
2	 農業振興対策
① 経営支援対策の充実強化
② 農業農村整備事業関連予

算の安定的確保
③ 農業の持続的な発展に関

する施策の推進
④ 食料自給率向上、国産農

産物の消費拡大に資する施
策の推進

⑤ 畜産・酪農等の経営安定対
策の充実強化

⑥ 有機フッ素化合物対策
3	 林業振興対策
① 林業の持続的な発展に関す

る施策の推進
② 森林経営管理制度の円滑

な運用に係る支援
③ 森林整備の拡充

④ 森林整備による防災・減災
対策の推進

4	 水産業振興対策
① 水産業の持続的な発展に

関する施策の推進
② 日本産水産物の輸入の停止

措置等
③ 外国漁船対策
④ 海洋ごみ対策
５	 消費者の信頼確保及び食の
安全対策
① 消費者安心・安全確保対策

の推進
② 食の安全性確保への取組
③ 輸入食材等の安全確保
６	 中小企業振興対策等
① 中小企業への支援
② 地域経済の活性化のための

経済対策の推進
③ 地域資源の活用促進
④ 地域商業の振興
⑤ 物流業・建設業の労働環境

改善等
⑥ 災害からの早期復旧のため

の支援
７	 資源・エネルギー対策
① エネルギー価格高騰への対策
② 脱炭素社会関連施策等の推進
③ 太陽光発電施設の設置に

関する法整備等
④ 原子力発電の安全確保等

山下農林水産副大臣（右から2人目）に要望

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

５
兆
円
目
標
の
実
現
に
向
け

て
輸
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

農
林
水
産
業
者
を
関
係
省
庁

一
体
と
な
っ
て
後
押
し
す
る

こ
と
な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

担
い
手
の
育
成
・
確
保
に

つ
い
て
で
は
、
農
林
水
産
業

の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展

の
た
め
、担
い
手
の
育
成・確

保
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に

関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
で
は
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
な
ど
の
支
援
策

の
充
実
を
求
め
て
い
る
。

林
業
の
持
続
的
な
発
展
に

関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
で
は
、
森
林
の
持
つ
多
面

的
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
た
め
の
森
林
整
備
手
法
の

構
築
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

水
産
業
の
持
続
的
な
発
展

に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ

い
て
で
は
、
燃
料
や
資
機
材
、

養
殖
用
配
合
飼
料
の
価
格
高

騰
の
影
響
緩
和
に
向
け
た
支

援
の
継
続
・
強
化
な
ど
を
求

め
て
い
る
。

中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ

い
て
で
は
、
経
済
の
変
動
の

影
響
を
受
け
や
す
い
中
小
企

業
に
対
す
る
資
金
繰
り
支
援
、

安
定
的
な
経
営
に
向
け
た
財

政
支
援
策
、
大
企
業
と
中
小

企
業
間
の
取
引
適
正
化
、
事

業
承
継
支
援
策
の
強
化
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
へ

の
対
策
に
つ
い
て
で
は
、
電

気
・
ガ
ス
等
の
安
定
供
給
や

電
気
・
ガ
ス
料
金
の
負
担
軽

減
措
置
の
拡
充
な
ど
を
要
望

し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置

に
関
す
る
法
整
備
等
に
つ
い

て
で
は
、
太
陽
光
発
電
施
設

の
適
正
な
設
置
が
さ
れ
る
よ

う
立
地
の
規
制
等
に
係
る
法

律
に
即
し
た
厳
密
な
措
置
や

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
の
整
備
促
進
な
ど
を

要
望
し
て
い
る
。

委
員
会
で
は
、
農
林
水
産

省
消
費
・
安
全
局
の
小
坂
伸

行
消
費
者
行
政
・
食
育
課
長

が
「
改
正
食
育
基
本
法
に
つ

い
て
」、同
省
大
臣
官
房
の
日

向
彰
政
策
課
長
が
「
最
近
の

農
林
水
産
行
政
の
動
向
と
施

策
の
方
向
」
と
題
し
て
そ
れ

ぞ
れ
講
演
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
鈴
木
委

員
長
、
村
上
緑
一
副
委
員
長

（
士
別
市
議
会
議
長
）、谷
垣
満

副
委
員
長
（
養
父
市
議
会
議

長
）は
山
下
雄
平
農
林
水
産
副

大
臣
、藤
田
仁
司
水
産
庁
長
官

ら
に
面
談
し
、
要
望
し
た
。

農
林
水
産
業
共
通
対
策

林
業
振
興
対
策

水
産
業
振
興
対
策

中
小
企
業
振
興
対
策
等

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/keizai/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/keizai/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/keizai/index.html
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第
174
回
地
方
行
政
委
員
会

地
域
未
来
戦
略
推
進
を
要
望

赤堀委員長
（菊川市）

奥田副会長
（高石市）

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
赤
堀
博
菊
川
市
議
会
議

長
）は
７
月
21
日
、第
１
７
４

回
委
員
会
を
全
国
都
市
会
館

で
開
催
し
た
。

冒
頭
、
赤
堀
委
員
長
の
挨

拶
に
続
き
、
奥
田
悦
雄
副
会

長
（
高
石
市
議
会
議
長
）
か

ら
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

委
員
会
で
は
、
地
方
行
政

関
連
施
策
に
関
す
る
要
望
書

を
決
定
し
た
（
全
文
は
本
会

ウ
ェ
ブ
掲
載 
）。

要
望
書
は
、
前
年
度
か

ら
の
申
し
送
り
事
項
に
加

え
、
令
和
７
年
度
「
大
規
模

地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
関
す
る
特
別

委
員
会
」
の
要
望・提
言
、第

１
０
２
回
定
期
総
会
議
決
事

項
の
う
ち
地
方
行
政
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
会
長
提
出
決

海老原内閣官房地域未来戦略本部事務局長（左から2人目）に要望

当
日
の
委
員
会
で
は
、
内

閣
官
房
地
域
未
来
戦
略
本
部

事
務
局
の
岸
田
里
佳
子
内
閣

審
議
官
が
「
地
域
未
来
戦

略
・
地
方
創
生
を
め
ぐ
る
最

近
の
動
向
」
と
題
し
て
講

演
し
た
（
講
演
資
料
は
本
会

ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

議
と
部
会
提
出
決
議
（
①
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
･

復
興
②
原
子
力
発
電
所
事
故

災
害
へ
の
対
応
③
北
方
領
土

問
題
の
早
期
解
決
等
④
日
米

地
位
協
定
の
抜
本
的
な
改
定

及
び
在
日
米
軍
専
用
施
設
が

集
中
す
る
沖
縄
の
基
地
負
担

軽
減
⑤
地
方
公
共
団
体
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
伴
う
財
政

措
置
の
強
化
⑥
公
共
施
設
の

共
同
設
置
等
に
係
る
財
政
支

援
等
の
拡
充
）
を
基
に
作
成

し
て
い
る
。

▽
強
い
地
域
経
済
の
構
築

▽
地
方
移
転
等
の
促
進
▽
多

文
化
共
生
の
推
進
▽
孤
独
・

孤
立
対
策
▽
物
価
高
騰
・
関

税
対
策
―
の
５
項
目
を
要
望

し
て
い
る
。

強
い
地
域
経
済
の
構

築
に
つ
い
て
は
、
地
域

未
来
交
付
金
の
充
実
確

保
、
地
場
産
業
を
含
む

地
域
の
産
業
へ
の
支

援
、
若
者
や
女
性
に
魅

力
あ
る
働
き
方
、
職
場

づ
く
り
や
社
会
変
革
・

意
識
改
革
を
進
め
る
た

め
の
施
策
、
地
域
に
お

け
る
日
常
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
的
に
提
供
で
き
る

体
制
整
備
な
ど
を
求
め
て
い

る
。地

方
移
転
等
の
促
進
に
つ

い
て
は
、
過
度
な
東
京
圏
へ

の
一
極
集
中
を
是
正
し
、
政

府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
と

企
業
・
大
学
の
地
方
分
散
を

促
進
す
る
取
組
の
積
極
的
な

推
進
を
要
望
し
て
い
る
。

▽
消
防
防
災
施
設
・
設
備

整
備
に
対
す
る
財
政
措
置
の

充
実
強
化
▽
消
防
分
野
に
お

け
る
新
技
術
の
活
用
促
進
▽

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
▽

災
害
備
蓄
品
等
の
整
備
―
な

第102回定期総会 決議
１	多様な人材の市議会への参画促

進及び地方議会の権能強化
２	地方税財源の充実確保及び地方

創生・地方分権の推進
３	頻発・激甚化する大規模災害等

からの防災・減災対策及び復
旧・復興対策等

第174回地方行政委員会議決事項
１	地方創生・地域未来戦略の推進
２	参議院選挙における合区の解消
３	政治分野における男女共同参画

の推進
４	消防防災体制の充実強化
５	過疎地域の持続的発展
６	広域連携施策の推進等
７	自治体ＤＸ推進への支援等
８	基地対策関係予算の確保等
９	治安対策の強化等
10	領土・主権対策等
11	日米地位協定の抜本的な改定及

び在沖米軍基地の負担軽減
12	人権救済制度の確立

地方行政関連施策に関する要望事項地方行政関連施策に関する要望事項

ど
６
項
目
を
要
望
し
て
い

る
。防

災
拠
点
施
設
、
消
防
水

利
施
設
、
緊
急
消
防
援
助
隊

施
設
等
に
対
す
る
財
政
措
置

の
充
実
強
化
や
、
多
発
す
る

大
規
模
林
野
火
災
を
踏
ま

え
、
必
要
な
車
両
・
資
機
材

の
整
備
等
に
加
え
予
防
・
警

報
の
あ
り
方
を
含
め
た
体
制

の
強
化
に
向
け
た
必
要
な
支

援
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
令
和
７
年

度
「
大
規
模
地
震
に
備
え
た

防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

関
す
る
特
別
委
員
会
」
の
要

望
・
提
言
を
も
と
に
、
自
主

防
災
組
織
の
活
動
に
対
す
る

財
政
措
置
の
充
実
強
化
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

消
防
分
野
に
お
け
る
新
技

術
の
活
用
促
進
に
つ
い
て

も
、
特
別
委
員
会
の
要
望
・

提
言
を
も
と
に
、
ド
ロ
ー

ン
、
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト
、

Ａ
Ｉ
に
よ
る
火
災
監
視
シ
ス

テ
ム
等
の
新
技
術
の
現
場
実

装
に
向
け
た
財
政
支
援
の
充

実
強
化
を
求
め
て
い
る
。

広
域
連
携
施
策
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
定
期
総
会
で
議

決
さ
れ
た
東
海
部
会
提
出

の
「
公
共
施
設
の
共
同
設
置

等
に
係
る
財
政
支
援
等
の
拡

充
」
等
を
求
め
て
い
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
へ
の
支

援
等
に
つ
い
て
は
、
定
期
総

会
で
議
決
さ
れ
た
九
州
部
会

提
出
の
「
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴

う
財
政
措
置
の
強
化
」
を
基

に
、
基
幹
業
務
の
シ
ス
テ
ム

標
準
化
に
対
す
る
財
政
措
置

の
強
化
等
を
求
め
て
い
る
。

委
員
会
終
了
後
、赤
堀
委
員

長
、尾
﨑
寿
一
副
委
員
長
（
弘

前
市
議
会
議
長
）、
石
井
勢
三

副
委
員
長
（
三
豊
市
議
会
議

長
）
は
海
老
原
諭
内
閣
官
房

地
域
未
来
戦
略
本
部
事
務
局

長
に
面
談
し
、
要
望
し
た
。

地
方
創
生
・

地
域
未
来
戦
略
の
推
進

消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化

広
域
連
携
施
策
等
の
推
進
等

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
へ
の
支
援
等

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/gyosei/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/gyosei/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/gyosei/index.html
https://www.si-gichokai.jp/giin/koendoc/gyosei/r08/index.php
https://www.si-gichokai.jp/giin/koendoc/gyosei/r08/index.php
https://www.si-gichokai.jp/giin/koendoc/gyosei/r08/index.php
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市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
1
万
６
７
０
人

（
令
和
８
年
5
月
31
日
現
在
）

▽
面
積　
２
４
８・22
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
大
化
の
改

新
以
降
の
歴
史
を
持
ち
、
弘

法
大
師
に
よ
る
室
戸
三
山
の

建
立
後
は
、
東
土
佐
文
化
の

中
心
と
し
て
繁
栄
。
藩
政
期

は
網
捕
鯨
の
振
興
な
ど
、
水

産
都
市
と
し
て
発
展
。
明
治

22
年
に
5
村
が
誕
生
、
昭
和

34
年
に
は
5
か
町
村
が
合
併

し
て
現
在
の
市
が
発
足
。
太

平
洋
に
Ⅴ
字
型
に
突
出
し
た

室
戸
岬
を
中
心
に
、
東
西
50

㎞
超
の
海
岸
線
が
広
が
る
。

ま
た
平
成
23
年
に
は
ユ
ネ
ス

コ
か
ら
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は
「
ム

ロ
ト
」
を
図
案
化
し
、
中
の

△
形
が
市
の
地
形
と
室
戸
岬

を
、
円
形
が
団
結
を
象
徴

し
、
左
右
の
突
出
部
は
市
の

発
展
を
表
し
て
い
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

12
人
（
現

在・男
性
９
人
、
女
性
３
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
５
年
４

月
23
日
、
立
候
補
者
17
人
。

投
票
率
63・61
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
会

活
動
へ
の
市
民
の
関
心
を
高

め
る
た
め
、
平
成
25
年
か
ら

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

使
っ
た
議
会
放
送
を
開
始
し

た
。ま

た
、
政
治
倫
理
条
例
の

制
定
な
ど
、
議
会
改
革
を
推

進
し
て
い
る
。

令
和
6
年
に
は
、
人
口
減

本
市
は
、
ユ
ネ
ス
コ
認
定

の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
は
じ

め
、
レ
ン
ズ
の
大
き
さ
が
日

本
最
大
級
で
あ
る
室
戸
岬
灯

台
、
海
洋
深
層
水
を
利
用
し

た
健
康
増
進
施
設
、
さ
ら
に

は
廃
校
を
活
用
し
た
水
族
館

な
ど
、
地
域
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
観
光
資
源
を
誇
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
自
慢
の
金
目

鯛
や
ト
コ
ブ
シ
、
ク
ジ
ラ
の

郷
土
料
理
な
ど
は
、
室
戸
を

訪
れ
る
人
々
の
味
覚
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

太
平
洋
を
一
望
す
る
絶
景

と
、
四
季
折
々
の
旬
の
味
覚

を
味
わ
い
に
、
ぜ
ひ
室
戸
市

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

室戸岬灯台（写真提供＝室戸市）

室

戸

市

監
事
市
紹
介

第3回第 3回

町田又一議長

少
に
対
応
す
る
た
め
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
調
査
・
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
５
万
５
４
８
７
人

（
令
和
８
年
６
月
１
日
現
在
）

▽
面
積　
11・30
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
「
音
に
聞
く

高
師
浜
の・・・」と
詠
わ
れ
た

高
石
の
地
は
「
高
脚
」
と
も

書
か
れ
、
そ
の
昔
か
ら
の
白

砂
青
松
の
美
し
い
所
と
し
て

天
下
に
知
ら
れ
、
持
統
天
皇

の
御
代
世
に
各
地
に
禁
断
漁

猟
区
域
が
制
定
さ
れ
た
と
き

に
は
、「
準
河
内
国
高
脚
海
」

と
「
高
師
浜
」
の
地
が
基
準

と
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
大

正
4
年
1
月
に
は
町
制
を
施

行
。
昭
和
28
年
4
月
に
、
東

部
に
隣
接
す
る
旧
取
石
村
を

編
入
合
併
し
、
そ
の
後
、
人

口
の
急
増
や
臨
海
工
業
用
地

の
造
成
な
ど
に
よ
り
著
し
い

発
展
を
と
げ
、
昭
和
41
年
11

月
1
日
に
高
石
市
と
し
て
発

足
し
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル　

高
石
市
の

「
高
」
を
図
案
化
。
台
の
円

は
、
市
民
の
幸
福
と
協
和
を

意
味
し
、
そ
の
上
に
高
石
市

が
高
度
に
発
展
す
る
こ
と
を

象
徴
し
て
い
る
。
一
般
公
募

に
よ
り
昭
和
41
年
12
月
20
日

制
定
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

15
人
（
現

在・男
性
12
人
、
女
性
3
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
５
年
４

月
23
日
、
立
候
補
者
22
人
。　

投
票
率
56・53
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
市
民

が
議
会
の
審
議
の
状
況
を
迅

速
か
つ
気
軽
に
傍
聴
で
き
る

よ
う
、
本
会
議
や
委
員
会
を

ラ
イ
ブ
で
配
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
発
生

時
に
お
け
る
議
会
・
議
員
の

対
応
に
つ
い
て
指
針
等
を
定

大
阪
府
南
部
に
位
置
す
る

高
石
市
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で

あ
り
な
が
ら
、
臨
海
部
の
工

業
地
帯
と
内
陸
部
の
落
ち
着

い
た
住
宅
環
境
が
調
和
す
る

ま
ち
で
す
。

臨
海
部
で
は
化
学
工
場
等

か
ら
の
照
明
が
海
面
に
反
射

し
、
近
代
的
で
美
し
い
工
場

夜
景
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

他
方
、
内
陸
部
に
は
地
域

の
歴
史
と
文
化
が
今
も
息
づ

い
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
の

城
跡
に
建
立
さ
れ
た
専
稱
寺

で
は
御
朱
印
な
ら
ぬ
御
城
印

を
授
与
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
は
だ
ん
じ
り

祭
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

関
西
国
際
空
港
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
も
良
い
高
石
市
へ
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

専称寺（写真提供＝高石市）

高

石

市

副
会
長
市
紹
介

第2回第 2回

奥田悦雄 議長

め
、
本
会
議
開
催
中
の
発
災

を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し

た
。


